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第 4 条：地震による損傷の防止 

 

目   次 

 

1 ダイヤフラムフロアの耐震クラスについて 

2 第 4 条（地震による損傷の防止）における説明方針（改 1） 

3 津波防護施設，浸水防止設備及び津波監視設備並びに浸水防止設備が設置

された建物・構築物の基準地震動ＳＳに対する機能要求の整理 

4 使用済燃料乾式貯蔵設備設置に係る基準地震動Ｓ１，Ｓ２について 
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4  使用済燃料乾式貯蔵設備設置に係る基準地震動Ｓ１，Ｓ２について 

 

東海第二発電所の使用済燃料貯蔵設備設置（平成 9 年 9 月申請）

に際しては，「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」（昭和

56 年 7 月 20 日原子力安全委員会決定）に基づき基準地震動Ｓ１及

びＳ２を策定している。 

基準地震動Ｓ１については設計用最強地震として選定した 1896

年鹿島灘の地震，関谷断層の地震に基づき策定し，基準地震動Ｓ２

については設計用限界地震として選定した神縄・国府津－松田断層

帯の地震，地震地体構造の地震及び直下地震に基づき策定している。 

以下それらの諸元，震源位置，スペクトル図等を申請書より抜粋

して示す。 
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（申請書に一部加筆） 

  

1896 年鹿島灘の地震（M7. 3）  
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